
研修体系のイメージ 

      

※主な事業従事先を記載したものであり、従事できる事業はこれらに限られない（障害児支援の指導員等）。 
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基本（共通）研修（計Ｐ10時間程度） 

放課後児童コー
ス 

（計５時間程度） 

社会的養護コー
スＰ５～１０時間 

（計５時間程度） 

地域保育コース 

（計Ｐ10～15時間程度） 地域子育て 

支援コース 

Ａ    Ｂ  Ｃ 
（計Ｐ５～10時間
程度） 

※具体的な研修時間・カリキュラムは、今後検討会等で有識者の意見を踏まえ策定する。 

「子育て支援員（仮称）」の創設について（研修体系イメージ） 

（※） 赤枠は、研修が従事要件となる事業 

 

保育分野に共通する部分と事業の特性に応じた研修内容とし、事
業ごとに時間数などに差を設ける方向で検討 

   

利用者支援事業 

参考資料１ 

m830877
長方形

m830877
長方形

m830877
テキストボックス
参考資料 2




